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3.吉田の火祭 （山梨県富士吉田市・北口本宮冨士浅間神社）がある。
　諏訪大社の勇壮な木おろしに比べて小野神社の御柱祭りはきらびやかな衣装が特徴である。「人を見た
けりゃ諏訪神社、綺羅を見たけりゃ小野御柱」との言い伝えがあるほど知られているのが小野神社だ。
＜筆者のつぶやき＞　
　小野神社の境内に聳え立つカツラは主幹が二つに分かれながら芯は直立している。御柱のアカマツと
並んで直立している樹相を見ていると「俺はカツラだが真っすぐ立っているぞ。御柱祭りの隅っこだが
一役かっているぞ」と言いたげに、問いかけてくる「木心」のある巨木ではないか、と勝手にこんな想像
を膨らました。
　巨樹・巨木は見る人により様々な見方や感じ方をもたせる。巨樹・巨木と対話できるのもこちら次第
ということだ。

写真番号 5樹番号47　梓
あずさ

川
がわ

のモミ
　樹齢600年、樹周6.3m、樹高43m　松本市梓川4419　長野県天然記念物
　このモミについては、松本市のホームページよりご紹介する。
　このモミの巨木は、梓川地区の大宮熱田神社の境内に鎮座している。
地域の守護神として、本神山山頂に「梓水大神」として奉斎されていた
が、祭事や参詣者の便のために、清浄な地を選び神殿を造営して遷座
し、更に「熱田大神」「天照大神」「八幡大神」が合祀されたのが現在の神
社である。本殿は国重要文化財に指定されている。
　御神木でもあるこのモミは、樹高43m、幹囲6.3m、樹齢600年で県内
一のモミの巨木であるといわれている。地上20メートル辺りまで枝は
なく直立した太い幹、それより上部には四方に10数本の太枝を張り出
している。周囲には、スギやヒノキなどの高木があるも、このモミの
巨木は高くそびえ立ち、遠くから見ることができる。  
＜筆者つぶやき＞　
　「元来梓川の神様として山の上に、祀られていたが、祭事や参詣者の便などから現在地に遷座した。同
時に天照大神、熱田大神、八幡大神を合祀した」。とあるが、日本の代表的神様を合祀したとは初耳だ。
日本中の神様の最高位の神様を簡単に合祀できるのだろうか？
　巨樹・巨木としてこのモミの木は、根元もしっかりしており、樹高43.5m、都会の建物でいえば、マ
ンション12階建てに相当する高さだ。素晴らしいモミノキと評価する。

◆モミの木の用途
　モミの材は白いのが特徴なことから、古来より神聖視され、神事や、仏事の道具に広く使われてきた。
お札

ふだ

や絵馬、神棚をはじめ、お祝い事の結納台などや、仏事では、お棺、卒塔婆に使用されている。
　もっと身近かなところでは、素麵箱、折詰、蒲鉾板など食品用木箱にも数多い需要がある。一部建築
用内装材に使われるが、国産材では供給が伴っていない。（グーグル参照）　続く
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